
 

 

 

 

 

むすびの土台をつくる一学期 

一学期を振り返ると、心に残っているのは、毎日の何気ない場面で見られた子どもたちの姿です。朝、バスを降りて、

自分の教室や活動場所へ向かう姿。予定を見て、次の活動を意識する姿。先生や友達の声に、少し顔を向ける姿。困

った時に、言葉や表情、身振りなど、自分なりの方法で伝えようとする姿。一つ一つは小さな姿かもしれません。けれど、

その小さな姿の中に、子どもたちの大きな成長がありました。 

四月、新入生を迎え、進級や学部替わりなど、新しい環境での生活が始まりました。教室が変わること、先生が変

わること、友達や活動の流れが変わることは、子どもたちにとっては大きな変化です。 

そのような中で子どもたちは、毎日の学校生活の中で、少しずつ自分のリズムをつくってきました。最初は戸惑って

いた場所が、少しずつ慣れた場所になり、見通しがもてる活動になり、安心できる人との関わりになっていく。その積

み重ねの中で、「ここで過ごしていい」「ここにいていい」と感じられる時間が広がってきたように思います。 

今年度、本校は「むすぶ」をキーワードに教育活動を進めています。一学期は、まず子どもたちが安心できる人、場

所、活動とむすばれる学期でした。安心して過ごせること。見通しをもって動けること。人との関わりの中で、自分らしさ

を少しずつ出せること。その土台があってこそ、学びへ、仲間へ、そして地域へと「むすび」は広がっていきます。 

また、本校が大切にしている「そばにいるのが当たり前（そばあた）」という考え方も、特別な活動の中だけで育つ

ものではありません。毎日の授業、休み時間、給食、学校行事の中で、互いの存在を自然に受け止め、そばにいる時

間を重ねていく。その日々の積み重ねが、共に学び、共に生きる力につながっていくのだと思います。 

二学期には、やまぶき祭をはじめ、様々な学習活動が予定されています。一学期に築いた土台の上に、子どもたち

がさらに仲間や地域との「むすび」を広げ、自分らしく力を発揮してくれることを楽しみにしています。 

保護者の皆様、地域の皆様には、一学期の教育活動に温かい御理解と御協力をいただき、心より感謝申し上げま

す。本日、子どもたちは通知表を持ち帰ります。ぜひお子様と一緒に目を通していただき、この一学期の頑張りや成長

した姿、できるようになったことをたくさん認め、称えていただければと思います。夏休みが、子どもたちにとって心と体

を休めるとともに、新しい経験や出会いのある時間となることを願っています。そして二学期、また元気な笑顔で会え

ることを楽しみにしています。 

校 長     江口 直美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府立井手やまぶき支援学校 

学校だより 
令和８年７月 17日（金）No2 

  No.２ 

■スポーツ・文化を楽しむ日のお知らせ■ 
～ＩＳＣＣ（Ｉｄｅyamabuki Sports Culture Club）～ 

今年度も学校運営協議会主催で年４回「スポーツ・文化を楽しむ日」を実施

しています。地域の方々と共に楽しめる内容を企画しています。この取組は障害

の程度や区分に関係なく多くの児童生徒が、地域の方や大学生と一緒にスポー

ツや文化活動を楽しむものです。７月１５日に第１回を実施し、地域の方や大学

生そして卒業生の参加があり、たいへん盛り上がりました。学校 HP でも紹介し

ています。親子での参加も大歓迎です。今後もぜひ、積極的に御参加ください。 

●実施日：  

 

第１回・・・ 7月１５日（水）１３：３０～１４：３０ 

  第２回・・・ 9月１６日（水）１３：30～14:30 

  第３回・・・１１月２５日（水）１３：３０～１４：３０ 

  第４回・・・ 1月２０日（水）１３：３０～１４：３０ 

 

●対象者：小学部５年生～高等部３年生の児童生徒、保護者、卒業生 

●内容：フットサル、ダンス、木工、調理、マジック、からだリフレッシュ、手話 等 

※実施日によって内容は異なります。（１回４～５つ程度の内容） 



  

                     

                                    

                  

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校保護者だけでなく、福祉事業所や小学校等地域の方も参観いただき、「子どもたちの生き生 

き学ぶ姿に感動した」という感想をたくさんいただきました。次回は、９月 25日（金）小学部低中学年、９月２ 

８日（月）に中学部高等部、９月２９日（火）に小学部中高学年が実施します。多数の参加をお待ちしています。 

 ■教育後援会について■ 

■第１回学校公開■  

 本校の教育後援会は令和６年に発足し、今年度で３年目になります。６月 

１日に総会を開催しました。総会に先立ち出席者に児童生徒の授業の様子を 

見ていただき、児童生徒が生き生きと学ぶ姿にみなさん感動しておられまし 

た。総会に参加されない方に向けては、学校 HPで議案書を公開し、会員の 

皆様からいただいた質問や御意見に対し回答させていただきました。その結 

果、賛成多数で全ての議案は承認されました。会員の皆様からいただいた会 

費は本校の児童生徒の教育支援、卒業生支援、図書の購入等に役立てさせて 

いただきます。 

【低学年】 
音楽の授業のリトミックやダン

ス、曲に合わせてのリズム打ち等、
全身を使ってリズムを感じ、表現し
ていました。 
【中学年・高学年】 
 『わくわくスポーツ祭』として、中
学年は動物園の飼育になりきって
玉入れを、高学年は三人チームで
協力して行う台風の目を行いまし
た。 
 どの学年も日頃の学習の成果を
保護者や地域の皆様に御参観い
ただくことができました。 

 

●小学部●  ●高等部●  

【くらしデザインコース】 
 問いかけにこたえるやりとりの学
習、丁寧な言葉で相手につたえる
こと、相手の話をよく聞いてメモを
とる学習等校外実習や進路につな
がる国語の授業を参観いただきま
した。 
【みらいデザインコース】 
 英語の授業では、英単語を用い
たゲームを通して英語に親しんで
います。今回の授業では、英語での
自己紹介を御参観いただきまし
た。 
 授業後には２先生の作業学習で
栽培した野菜の販売会を行い、日
ごろの学習の成果を保護者の皆
様に見ていただくことができまし
た。 

●中学部●  

 令和 4年の開校年度から、本校に、学校運営協議会が設置されています。令和８年度も、学識経験者、

福祉関係、近隣学校、企業、保護者、本校教職員の９名の委員が、本校の教育活動のさらなる充実を目指

して熟議を重ねています。今年度の役員は以下の方々です。 

・会長  同志社大学准教授   河西正博様 ・会員 山城青年会議所 久保典彦様 

・副会長 井手町社会福祉協議会 坂井弥生様 ・会員 本校保護者   東村行訓様 

・会員 「はぴねす」南山城学園 下前拓也様 ・会員 本校校長    江口直美 

・会員  泉ヶ丘中学校長    石浦喜人様 ・会員 本校教職員   津路研介 

・会員  （株）かわな工業  河原林伸太郎様  ・会員 本校教職員   浅見識子 

■学校運営協議会について■ 

中学部では、国語や自立活動の学習
に取り組みました。 
【1年生】 
正しく聞き取る力を育てたり、絵本の
世界に触れたり、色や形の分別を行
ったりしました。 
【2年生】 
自立活動では、「揺れる感覚を楽しも
う！」の学習を通して、揺れる感覚を
楽しみ。 
国語では、話の内容を聞き取る学習
や俳句作りに取り組んだり、体を動か
しながら元気よく発声練習を行ったり
して学習しました。 
【3年生】 
「好きな本を読んで紹介しよう！」の
学習で本を選び、紹介シートを作成し
ました。 
 

 ５月２7日～５月 29日に学校公開を実施し、多くの方に御参観いただきました。 

 


